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『重力の虹』以降の長い沈黙を破った『ヴァインランド』を扱う第２章 “Vitalization of 
Language in Vineland” では、ピンチョンが言語の比喩的用法をより幅広く駆使するようになっ
たことを示す。物語の上で極めて重要な行為が、それに似つかわしくない副次的な登場人物
によってなされていることに注目し、90年以降の彼の作品の構成原理が、物理的・心理的な
因果関係というより、それらとは独立した言語的連関であることを論じている。     
『メイスン＆ディクスン』においてピンチョンは、明確にアメリカの政治的理想や歴史的
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